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ø ɽ͡Ίʹ
2019（令和元）年末ࠒから流行が始まったとされる

新型コロナウイルス感染症（以ޙ，「COVID-19」と

දهする）が本格的に日本に上し，織的な対応が

始まったのは2020（令和 2 ）年 2 ݄末ࠒであった．同

年度をもって最ޙの実ࢪとなる大学入試ηンター試験

や国公立大学の個ผ試験の前期日程の実ࢪがऴྃして

2020（令和 2 ）年度入試1）が最ऴ段֊にࠩしֻかった

時期にたる．その結果，2020（令和 2 ）年度入試に

対するCOVID-19の本格的な直ܸはਏうじてආけられ

た．大学入試への影響はօແではなかったもののہ所

的かつ限定的なものに止まった．その結果，必然的に

ཌ年の2021（令和 3 ）年度入試がCOVID-19と本格的

に対ቂする最初の年度となった．

本稿は主として2021（令和 3 ）年度入試に対する

COVID-19の影響について，2021（令和 3 ）年度下

期にࠩしֻかった時点で公ץされた論考に基づいて振

り返ったものである．

結果論に見えるかもしれないが，2021（令和 3 ）年

度入試における大学入学者選抜のCOVID-19対ࡦは΄

，ᘳに行われたと総ׅできるだΖう．なͥならば΅

大学入試の実ࢪがCOVID-19のクラスター発生ݯとし

て報道されたケースが 1 ݅も発生しなかったからであ

る．本格的な大学入学者選抜実ࢪの時期まで，少なく

ともϱ݄の༛༧が与えられたことはၞުであった．

でこそ，COVID-19の感染ϝカニζムがある程度明ࠓ

らかになっているとともに，日本国内ではワクチン

種がൣに行き渡っており，特効ༀも開発されつつあ

る．COVID-19感染対ࡦの見通しは格段に明るくなっ

ている．しかし，初めてCOVID-19環境下で入学者選

抜が実ࢪされた2021（令和 3 ）年度入試においては

COVID-19の感染機ংに関する知ࣝも不しがちで，

手୳り状態で様々な試行ޡࡨを܁り返しながら進ま͟

るをಘなかった．ద度なਫ準の対応にམち着くまでに

はある程度の時間が必要だった．

COVID-19は2020（令和 2 ）年 1 ݄末ࠒから話題に

上り始めたが， û ݄に入って年度が改まるࠒにはすで

に日本社会全体をڍげてのCOVID-19とのઓいが本格

化していた． 2 ݄28日には全国一੪ྟ時ٳ業の通知が

発出され，高校までのࣇಐ生ెが学校にొ校できない

状گで新学期が始まった．地域によっては新年度開始

校期間がٳもޙ 2 ϱ݄΄どの長期間に渡った．それは

大学でも同様であった．授業開始がれ，授業や会議

のオンライン化がྗڧに進められた．

ʲ特集・寄稿ʳ

ίϩφՒͷԼͰͷେֶೖֶऀબൈΛৼΓฦΔ
－主として2021（令和 3 ）年度入試に関連して－
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本稿は，公ץされた論考から，主として2021（令和 3 ）年度入試に対する新型コロナウイルス（COVID-19）
対ࡦについて振り返ったものである．2021（令和 3 ）年度入試はただでさえ高大続改革の導入と方స換
でࠞཚした特ผな年であった．全体としては，ड験生にそれ以上の不҆とࠞཚを与えないように，༧定通り
の実ࢪの方向性が模索されたとݴえる．実ࢪ場面では，文部科学লのΨイドラインにԊって֤大学がۤ労し
ながらも対応を模索した様子がうかがえる．オンライン入試は一部の大学で検討，実ࢪされたものの，様々
な課題がった．ΉしΖ，入試報の場面におけるオンライン化が一気に加した．個ผの課題はったも
のの，総じて初年度の大学入学者選抜場面のCOVID-19対ࡦは上手く機能した．ޙࠓ，このܦ験をক来の教
．しておくことが課題と考えられるをهとするためには܇
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大学教育への影響はൣかつ長期に渡ったが，次年

度の入試への影響もそれにෛけずྼらず大きなもので

あった．一ൠ社会では日ৗ業がٸᬎテレワークに移

行していったが，大学も例外ではなかった．大学入学

者選抜の準備業は機ີ事߲が多いため，΄とんどの

作業が対面でなければ行できない．この時期，2021

（令和 3 ）年度入試の準備はఀした．例年であれば，

ü ݄中に文部科学ল高等教育ہ長໊で発出される大学

入学者選抜実ࢪ要߲（以ޙ，「要߲」とུهする）に

基づいてその年度の入学者選抜が行われる．入試日程

などの基本的な事߲はそれ以前にৄࡉにわたってܾ

まっていなければ準備にऔりֻかることができない．

とこΖが， ü ݄に入った段֊で Ā ݄入学への移行の議

論がんに行われたこともあって，要߲の通知が ý ݄

19日までずれࠐんだ（文部科学ল高等教育ہ長，

2020a）．そこに入試日程の変ߋがりࠐまれたことか

ら，段औりのみ換えが必ਢとなり，例年と比べて入

試に向けた業がஶしくれることとなった．さらに，

試験場やόックϠードにおけるCOVID-19感染止対

感染者やೱް৮者及び感染が疑われる症状が出，ࡦ

たड験生への配ྀなど，前例のない特ผな対応を模索

しながら大学入学者選抜の準備が進められた．

入試日程変ߋの影響はਙ大であった．まず，要߲に

先立って文部科学লから高等教育ہ長໊で総合型選抜

にる通知が発出され，志願ड開始日が例年と比べ

て 2 ि間れにઃ定された（文部科学ল高等教育ہ長

2020C）．大学入学ڞ通テストの試験日程も例年よ

り 1 ि間くなり，学習がれたड験生のためのいわ

Ώるୈ 2 日程2）とその試験である特例試が特ผに

ઃけられた．֤大学とも入試日程の再ௐには大変な

ۤ労があったとਪ察される．さらには，一ൠ選抜個ผ

試験においても，特ผに試験の実ࢪが要されるな

ど，選抜を実ࢪする大学ଆから見た場合には例年には

ないෛՙが高い業がಥとして課せられることと

なった．国立大学では前年に通知されていた「国立大

学の2021年度入学者選抜についての実ࢪ要ྖ（以ޙ，

ʰ国立大学要ྖʱとུهする）」の修正を待って入試日

程の変ߋをܾ定する必要があったが，ޙड़のように通

知は þ ݄19日までずれࠐんだ．

本来であれば，COVID-19環境下のこれらの困難な

入試実ࢪを総ׅする研究が待たれるとこΖだが，いま

だ多くの研究論文が見られるにはࢸっていない．した

がって，本稿でऔり上げる論考や報告は必ずしも「論

文」としての体ࡋがっていないものも多くؚまれる．

さらに，まとまった研究報告における主題としては，

COVID-19の影響下におけるオンライン入試報が多

くをめることとなった．その理由として，以下の 3

つのഎܠ要因がڍげられる．

1 つめは大学入試研究という学問分の特घ事情で

ある．元来，大学入試という分を研究対としてき

た研究者は極めて例外的なଘ在で，この分を学問化

（科学化）したいという志向性は，ΉしΖ，ઓޙの文部

行の中にࠜڧくଘ在していた．課題は大学入試分

を専門に研究する研究者のडけࡼであったが，1999（ฏ

成11）年から国公立大学にアドミッションηンター3）

がઃ置されるにࢸって，時の文部লの構想がば実

現した形となっている（ࣞ 2003 � 2020）．したがって，

現在，この分の研究の多くは大学等のアドミッショ

ン部門に所属する研究者が機関研究として実ࢪしてい

るのが主流である．しかし，特にࢲ立大学ではAO入

試の実ࢪ機関というผの流れでアドミッションηン

ターが成立しており，その結果，大学入試研究を行う

主体は国公立大学にภっている（林΄か 立ࢲ．（2008

大学からの情報は，主として事職員の手による実践

報告が中心である．また，国公立大学においても大学

にෟ置されたアドミッションηンターは実ࢪや入試

報に関する業を๊えており，大学入試ηンター研究

開発部をআいて७ਮに入試研究のみを行う大学の織

はଘ在しない（倉元 2016）．多くのアドミッションη

ンターは実ࢪ業にわれ，本格的な確ೝ検ূ作業に

まで手がճらない状گと思われる．

2 つめは，ࠓࡢ，アドミッションηンターにڧく求

められるようになっている機能に関わる問題である．

それが入試報活動である．入試報にはड験生֫ಘ

のためのPRと同時に志願者やその関者に対する

֘年度の入試の情報提供という役割がある．大学入試

に関わる研究論文を၆ᛌした場合，かつては入試報

活動の研究はさ΄ど大きな比重をめる分ではな

かった（林΄か 2008）．とこΖが，最ۙは入試報に

関わる研究報告がྔ࢈されるようになっている．現に
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2021（令和 3 ）年 ü ݄に 2 年ぶりにオンラインで開࠵

された全国大学入学者選抜研究連བྷ協議会（以下，「入

研協」とུهする）ୈ16ճ大会では ý つのオープンηッ

ションのうち 2 つが「入試報」をテーマとするもの

であった．本稿で介する入試報に関わる研究報告

のうちの12編は同大会で発දされたものである．大学

入試データの分析やそのޙのௐࠪに関わるような

౷的な大学入試研究は，機関にとっても機ີ度が高

く，औѻいに神ܦをう個人データを分析する内容が

多くؚまれる．その点，入試報はデータの機ີ保持

や入試の実ࢪに与える影響にそこまで神ܦをわなく

てもよいので，ૣい段֊で発දが可能という事情があ

るのかもしれない．なお，ࢲ立大学連ໍの機関ࢴであ

るʰ大学時報ʱでは，これまでճにわたってコロナ

対応特集や小特集がまれてきたが，そのうちの 1 つ

は入試報をテーマとしたものであった．

3 つめは2021（令和 3 ）年度入試が，元々，例年に

ないΤポックϝイキングな年になるはずだったことに

ある．すなわち，本来は高大続改革構想によって，

大学入学者選抜がドラスティックに変化をげる༧定

の年度であった．とこΖが，2019（令和元）年末ࠒか

ら英語ຽ間試験の導入，大学入学ڞ通テストへのهड़

ࣜ問題の導入，主体性評価のためのポートフΥリオの

導入，といった改革の 3 本பが次々とఫճされた．結

ったのが「大学入試ηンター試験」新機࣠として，ہ

のഇ止とそれに代わる「大学入学ڞ通テスト」の導入

となった4）．まさに，そのࠞཚの年にCOVID-19がऻ

う८り合わせとなったのである．したがって，2021（令

和 3 ）年度入試の検ূ，といったテーマをઃけた場合，

高大続改革の方స換とCOVID-19の影響に関わる

分析が入りࠞじることになる．例えば，h IDE 現代の

高等教育ʱNo�632，2021年 þ ݄号では「2021年入学者

選抜」というテーマで特集がまれたが，サブタイト

ルは「改革論議とコロナ禍の中で」となっており，多

くの論考が高大続改革関の議論に割かれている．

本稿では，コロナ禍の影響に৮れた ÿ 編の論考を介

する．

ù ɽॳظͷ論ߟ
先ड़のように，2020（令和 2 ）年 ü はࠒ݄ Ā ݄入学

の議論がຄ発し，2021（令和 3 ）年度入試の先行きが

極めて不ಁ明になっていた時期である．その状گ下で，

倉元（2020a）は大幅な変ߋを行わずに，すでに公ද

されている選抜方法で༧定通りの入試を行うべくྗ

する必要性を説いた．その理由として，ड験生は入試

に向けて長期間ྗを重Ͷていること，2021（令和 3 ）

年度入試のड験生は高大続改革とその࠳によって

翻࿔された特ผなジΣネレーションであることをڍげ

ている．多久和（2020）も，ࢲ立大学の入学者選抜は

多くのड験生が「֤自のເや目標を目指すためのηー

フティネットとして機能している」ことを指ఠし，国

公立大学とともに「大学全体でক来に対して育てるべ

き次世代の学生たちを大きなで支えている」とした．

その上で，「ࠓ年度も変わらず大学の入学者選抜を着

実に行うことが全体の利ӹでもあり，個々の大学に

とっての利ӹにもなる」と説いた．

û ݄にピークをܴえたCOVID-19のୈ 1 波は ü ݄末

，までには収まりࠒ ÿ ݄にはୈ 2 波をܴえた．そのࠒ

に執筆されたのが倉元（2020C）である．高大続改

革の方స換を教܇として，COVID-19をޱ実に大学

入試をࠜఈから変えようとする動きをけん制した内容

となっている．ԣ国立大学が þ ݄末に一部をআいて

個ผ試験の中止を公දしたことも大きなインパクトが

あった．結果的にはਵする大学は少に止まり，ԣ

国立大学はड験生を大幅にݮらすこととなった．そ

の一方で，必ずしも全学の方と同一าௐをऔらな

かった教育学部は選抜方法をオンライン化しながらも

なるべく例年にۙい選抜を行おうとした（鈴木 2021）

こともあり，事者としては不ಁ明な状گ下でのۤौ

のܾஅだったことがӐわれる．

COVID-19の流行がいったんམち着いた Ā ݄には，

例年は ü ݄に行われている「東北大学高等教育フΥー

ラム」が対面とオンラインのハイブリッド方ࣜで開࠵

された．テーマは「大学入試をઃ計するʕʰ大学入

試研究ʱの必要性とその役割ʕ」といったタイトル

にදされる内容であったが，倉元（2020c）は，「大学

入試学」の応用というҐ置づけで，コロナ対応に関す

る高校ௐࠪの中間集計結果についてݴ及した．۩体的
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な内容は最ऴ集計結果（倉元΄か 2021）に৮れた部

分でड़べることとするが，この時期は最初の総合型選

抜（AO入試ᶘ期）の出願を目前に߇えたタイミング

であった．先行きが不ಁ明で確定的な情報がえられ

ない中，ड験生を༬かる高校ଆに目前にഭった入試の

方向性がऔできるࡐྉを与えようとした試みとݴえ

る．

ú ɽ大学ೖࢼͷ࣮ࢪ໘ʹ͓͚ΔίϩφରԠ
úõø　ݧࢼʹ͓͚Δײછରࡦ

入学者選抜の実ࢪにおける感染対ࡦのΨイドライン

は，最初に ý ݄19日の要߲のผఴ資ྉとしてࣔされ

た（文部科学ল高等教育ہ長 2020a）． û ϱ݄΄どܦ

աしたのち，10݄29日にはແ症状のೱް৮者のड験

等について見直した改正版が通知された（文部科学ল

高等教育ہ長 2020c）．大学入学者選抜の実ࢪにた

る実者にとって，現実的に実ࢪ可能で感染止に効

果を発شする指が۩体的にࣔされたことには大きな

意義があった．通知の時期や内容に多少の不ຬがあっ

たとしても，Ψイドラインのଘ在によって，個ผ大学

が入試の実ࢪ計ըを実質的に進めていくことが可能と

なったからである．

ʰ大学時報ʱでは， þ ݄に発行された No�399で「コ

ロナ禍における入試実ࢪ」という特集がまれており，

その中で個ผ大学の۩体的な対応事例がいくつか介

されている．ۙـ大学では，2020（令和 2 ）年度入試

が 2 ݄に行われた際には10年前の新型インフルΤンβ

対ࡦのهを大いに活用したという．2021（令和 3 ）

年度入試では，地方会場の確保が難航したとのことで

あった（ݹ久保 2021）．法大学では， ü ݄下०の時

点では入学試験の実ࢪにջ疑的であったが，文部科学

লのΨイドラインによってສ全な対ࡦを講じれば，実

できるものと考えられるようになったという．一ൠࢪ

選抜では，試験場の確保，人員の確保，感染症対ࡦの

۩体ࡦなどでۤ労があった．一ൠ選抜の実ࢪにおいて

は，COVID-19特有の問題や問い合わせにྀۤしたと

のことであった（金子 2021）．武ଂ大学では，面

試験をオンラインとし，筆ه試験が実ࢪできない場合

のシミュレーションも行っていた（൧山 2021）．東北

学Ӄ大学では要߲でࣔされたΨイドラインをडけて，

入学者選抜を所する関者による定例会を織して

COVID-19への対ࡦやマニュアル作りを行い，様々な

状گを想定したプランを用意したという（ࣣ海

2021）．

úõù　ΦϯϥΠϯೖࢼ
大学入試の実ࢪにおける究極の感染対ࡦは試験場を

ઃけないことである．そのため，ड験生を 1 ϱ所に集

めることなく選抜試験を行うことが可能となるオンラ

イン入試に注目が集まった．大学入試の試験実ࢪにお

けるオンラインٕज़の活用については研究が進んでお

らず，実ࢪに必要な通৴環境もっていない．倉元・

林（2021）は，2020（令和 2 ）年 ÿ ݄に実ࢪされた大

学の授業における期末考ࠪの機会を利用して，少人

を対としたオンラインによる筆ه試験の実現可能性

について検討した．୯७に試験ಜのみをリモートで

行うという発想で実ࢪしたとこΖ，特段の問題なく試

験をऴえることができた．その反面，ハイステークス

な入学者選抜の場面に応用するには様々な課題がある

ことが指ఠされている．

それでも，コロナ禍でݝ境をまたいだ移動が制限さ

れ，人がີ集する状گがආけられる中，ځ余の一ࡦと

して，ٸᬎオンライン入試の導入を検討した大学は多

かったであΖう．積極的に全面的なオンライン入試に

踏みࠐんだӥஐ大学のような事例もあった（大

2021）が，多くの大学はあくまでもٸۓආ難的なા置

としての検討までで止まったと思われる．例えば，松

山大学ではオンライン実ࢪの可能性について事前周知

を行うまでにࢸったが，感染状گが小康状態となった

ために対面実ࢪが可能となった旨を改めて高校とड験

者にҊ内したという（脇 2021）．

大学Ӄの入学者選抜は学士課程の入試とは時期が異

なる．大学Ӄでは検討の時間の余裕もなくCOVID-19

環境下の入試実ࢪにಥ入したケースが多かったと思わ

れる．COVID-19の感染リスクをे分にѲできない

状گでສ全の対ࡦをऔるために，準備が不े分なまま

に手୳りで入試を実ࢪせ͟るをಘない状گであった．

オンライン入試に踏みࠐんだ大学は，そのような大学

Ӄ入試でのܦ験を生かした面もあるようだ．例えば，

भ大学では，ૣ期に筆ه試験のオンライン化が困難



─  99  ─

東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要ୈ 8 号　2022

であるというೝࣝをڞ有し， ÿ ݄に行われた大学Ӄ入

試でノウハウを積しながら，10݄にはオンライン入

試のΨイドラインを作成したという．実際， 1 ݄のۓ

，下で行われた総合型・学校ਪન型選抜ではݴ事態એٸ

多くの選抜で面やޱ಄試問がオンラインで実ࢪされ

た（立脇 2021）．北海道大学では， 2 ݄に行われたࢲ

අ外国人留学生入試の二次試験を全面的にオンライン

で実ࢪし，全ての学部で問題なくऴえることができた

としている（藤田・池田 2021）．

一方，トラブルも報告されている．大正大学では，

総合型選抜，学校ਪન型選抜等で対面かオンラインか

をड験生が選できる入試を導入した．オンラインの

試験内容には，プレゼンテーションやCBT（Computer

Based Testing）といった多様な評価ई度がؚまれ，

面のみの試験と比べると格段に高度なٕज़ਫ準が要

求される．対面とオンラインを同一の試験とすること

ができないため，募集人員を分けるなどの工夫がなさ

れたが，実ࢪの場面では，事前続テストの周知，通

৴環境の不ద合，アクηスのトラブル等，様々なアク

シデントが発生したという（井上 2021）．岡田ྕ介

（2021）は，法大学では外国在ॅのड験生に対する

渡航制限を考ྀし，外国人留学生入試の面をオンラ

インで実ࢪすることとしたが，機ثの正ৗՔ働，事前

続テスト，日のトラブル対応などに課題があるこ

とから「リスク等のे分なѲなしに҆易に導入すべ

きではない」とܯ告している．

倉元΄か（2021）は，東北大学に一定以上の志願

者，合格者をഐ出した実がある全国の高等学校及び

中等教育学校325校を対に，東北大学で実ࢪする 2

ճのAO入試（総合型選抜）と一ൠ選抜の実ࢪ方法に

対する意見について ÿ ݄にௐࠪを行った．「ݝ境をま

たいだ行動制限が実ࢪされている」状گを想定して実

方法に関する希をௐࠪしたとこΖ，入試区分や段ࢪ

֊によって意見が分かれた．11݄実ࢪのAO入試ᶘ期

はୈ 1 次選考で筆ه試験，ୈ 2 次選考で面が課され

る．୯७集計に基づく結果では，ୈ 1 次選考に関して

は「地方会場のઃ置」が41�2�と最も多く，次いで「༧

定通り実ࢪ」が23�9�であった．ୈ 2 次選考は「オン

ライン等で実ࢪ」が43�6�をめ，次いで「面試験

中止」が17�8�，「༧定通り実ࢪ」が17�0�と相ばした．

大学入学ڞ通テストをୈ 1 次選考で課すため， 2 ݄に

実ࢪされるAO入試ᶙ期のୈ 2 次選考については「中

止（ڞ通テスト及び提出資ྉによる選抜）」が59�5�，

一ൠ選抜では「地方会場」が39�0�，次いで「༧定通

り実ࢪ」が28�3�，「個ผ試験中止」が23�9�と相ば

した．「募集औり止め」はօແであった．面試験な

らばオンライン入試もड容される，というのがこの時

点での高校教員サイドの反応であった．地方会場のઃ

置が最も期待された対ࡦであったが，֤ड験生に対応

する会場をઃけるのは個ผ大学୯ಠでは不可能であ

る．なお，質問によってճ答選ࢶが異なるので，

異なる質問相ޓにの比較はできない．

大΄か（2021）は，ಥとしてオンライン入試に

直面したड験生の反応についてௐࠪした．भ工業大

学では「総合型選抜ᶗ」のୈ 1 段֊選抜，ୈ 2 段֊選

抜をすべてオンラインで実ࢪした．面のみならず，

試験等がؚまれるهड़ࣜ問題，選ࣜ問題による筆ه

高度なٕज़が要求される試験形ࣜである．ळに行われ

たこの試験の合格者に対し，ཌ年 2 ݄に質問ࢴௐࠪが

実ࢪされた．׳れしんだ場所で移動をわずにड験

できたことが利点としてڍげられていた面，不正行

ҝや続及び末ૢ作に対する不҆が見られた．事前

のオンライン続テストのܦ験はड験生の不҆ܰݮに

寄与したが，ड験日の༧期せぬトラブルや不正行ҝ

への懸念はしΐくしきれなかった．また，評価手法

が制されることも課題としてったとしている．

û ɽೖࢼ報׆ಈʹ͓͚Δ$07*%ôøĀͷӨڹ
先ड़のように，極めて変ଇ的な形で進行することと

なった2021（令和 3 ）年度入試について，֤大学はड

験生やその関者に۩体的な状گの説明をするように

ഭられた．松山東Ӣ女子大学のように学内での大議論

の末に感染症対ࡦをపఈしてオープンキャンパス開࠵

に踏み切った例もあった（ੴ川 2020）が，まれなケー

スと思われる．༧定されていた対面の報活動の΄と

んどは中止になった．コロナ禍によって通ৗ行われて

いる対面での入試報活動が事実上不可能となったこ

とから，対面からオンラインによる入試報活動への

シフトチΣンジがٸに進んだ．

不確定要素が多い状گでは，志願者の不҆をܰݮす
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るためにૣ期に正確な情報提供が求められる．しかし，

先行き不ಁ明な状گ下での情報発৴の「ૣさ」と「正

確さ」は二എ反の関にある．その結果，入試報

にܞわるଆには情報発৴のタイミングと内容について

難しいஅがഭられることとなった．

倉元΄か（2020）は東北大学における入試報活動

に関してຖ年発行されるே日新聞出版のʰ大学ランキ

ングʱで全国 1 ҐとなったܦҢをهすとともに，2020

（令和 2 ）年度の報活動をオンライン化したプロη

スについて৮れた．۩体的には，従来からの入試報

活動をオンライン化する形で高校教員対の「オンラ

イン入試説明会」，高校生，ड験生及び保ޢ者向けの「オ

ンライン進学説明会・相談会」，さらに対面型のオー

プンキャンパスに代わる「オンラインオープンキャン

パス」が立ち上がった．

オンライン入試説明会については，久保΄か（2021a）

が実ࢪ概要と成果を報告している．令和2020（令和 2 ）

年 þ ݄13日（݄）ʙ ÿ ݄ þ 日（金）の期間にϏデオ会

議システムによる説明会が計41ճ実ࢪされ，194校か

ら226໊の参加があった．事ޙアンケートでは，いず

れの߲目においてもߠ定的なճ答が Ā 割以上をめ，

実ࢪ方法や内容についてのద切性がࣔࠦされている．

オンライン進学説明会・相談会については，久保΄か

（2021C）が特ઃサイト構築までの作業工程と実さ

れたコンテンツの概要，さらに，アクηスとアンケー

トの్中ܦա及びそれらに基づく課題，久保（2021）

が最ऴ的な成果と課題について報告している．2020（令

和 2 ）年 ý ݄ 1 日から2021（令和 3 ）年 3 ݄31日まで

の開࠵期間中のԆべϖージϏューは153162，Ԇべ

๚問者は52077であった．コンテンツは総じて高い

評価をಘていたが，方向のやりऔりによる相談会と

しての機能ڧ化が課題となった．オンラインオープン

キャンパスについては，久保（2021）が実ࢪ概要と成

果を報告した．実ࢪଆは総計35の部ہが参加し，従来

は不参加のยฏキャンパスにあるෟ置研究所が新たに

参加するといった新機࣠のاըも加えられた．2020（令

和 2 ）年 þ ݄29日から2021（令和 3 ）年 3 ݄31日まで

の開࠵期間中のԆべϖージϏューは271613，Ԇべ

๚問者は76278であった．2021（令和 3 ）年度入学

者対のアンケートの分析結果からは，オンラインで

あっても，これまでと同様にオープンキャンパスの参

加が東北大学を志するܾめ手となって機能していた

ことがࣔࠦされた．

東北大学の事例は，従来から実ࢪしてきた対面型

報をそのままオンラインに移行するというコンηプト

に基づき，比較的短期間にコロナ対応の入試報を実

現させたケースである．さらに，いちૣく研究論文の

形でその状گを発৴したことが成果とݴえる．

2021（令和 3 ）年度入試の志願者等に向けた入試

報活動に関する報告が相次いだのは，2021（令和 3 ）

年 ü ݄の入研協ୈ16ճ大会であった．ࡾ΄か（2021）

は，ి気通৴大学で行われている出張講義をオンライ

ン化したऔりみを報告した．৴भ大学の事例を報告

した一之΄か（2021）は参加者の出願実の分析か

ら，オンラインによる説明会が情報提供という面で一

定の効果を発شしたと総ׅしている．٢田΄か（2021）

は，新ׁ大学ではオンライン個ผ相談会への相談者は

多くなかったものの，ݝ外からの相談者が比較的多く，

ड験を前向きに考える相談者が多かったとしている．

前年度に行われた対面イϕントとの比較を報告した

島大学の例（Ӭ田΄か 2021ʀࡾ 2021）では，遠ڑ

離にॅډする参加者にとって，オンライン情報のຬ

度が高く，より幅い地域で進学希の変化に影響を

与えていたと分析している．同様に，田中΄か（2021）

及び山田΄か（2021）は，ླྀٿ大学においても，対面

の方がຬ度は高いものの，大学の情報提供機会とし

ては方とも高いຬ度と志願意ཉの向上が見られた

としている．

その一方で，コロナ環境下における入試報活動の

オンライン化にྀۤした事例の報告も見られた．岡本

（2021）はड験生への情報提供が不े分だったことか

ら，オンライン授業を体験した 1 年次学生のアンケー

トを通じて，在学生から高校生に対するϝッηージを

集める試みを報告している．Ӎ（2021）は，入試

報の変化についてهをし，失ഊ談をڞ有すること

を目的とした報告を行った．特にٕज़的な留意点とと

もに意味のある大学間連ܞの重要さを指ఠしている．

Ӭ΄か（2021）が実ࢪした国立大学対のアンケー

トに対する分析結果では，ճ答に応じた中では44大学

がオンライン相談会を開࠵したが，効果はあってもオ
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ンラインだけでは不े分，という結果が多く寄せられ

たという．Twitterの利用分析からも社会的な影響ྗ

はڧくなかったことがࣔࠦされている（ࣉቇ΄か

2021）

なお，入研協では国立大学の発දが多くをめたが，

それに先立って 1 ݄に発行されたʰ大学時報ʱNo�396

の「小特集　コロナ禍における入試報」にはࢲ立大

学のऔみが介されている．法大学ではオンライ

ン化によって移動時間や出張අのݮのみならず，ड

験生へのアクηスの増加と多様化，ըデータを活

用することによる報機会の最大化というϝリットが

ಘられたという（岡田ྕ介 2021）．その一方で，オン

ライン化の課題や対面型報のϝリットを再確ೝした

という報告も見られた．東ژ業大学では前年度まで

のオープンキャンパスアンケートから参加者のニーζ

を確ೝしたうえで「イϕント型オンラインオープン

キャンパス」を実ࢪしたが，ड験生の様々な要に対

応する上でのマンパワー的な困難や通৴トラブルなど

の課題があったことがڍげられている（小林 2021）．

報のデ立女子大学ではすでに進められていた入試ڞ

ジタルシフトをڧ化したが，逆に対面による入試報

の必要性に気づかされたという（村上 2021）．関学

Ӄ大学では説明会やオープンキャンパスをオンライン

に切りସえたものの，キャンパスを体感してもらうた

めにキャンパスツアーが必要とஅしてاըしたとこ

Ζ，2000໊の参加があったとしている（岡田隆

2021）．

コロナ禍をきっかけにٸにී及したオンラインに

よる入試報であるが，その本格的な展開や対面型入

試報との機能分୲は，総じてこれからの課題とݴえ

る．なお，同様のことは入学前教育にもݴえる．川

΄か（2021）はௗऔ大学で総合型選抜及び学校ਪન型

選抜合格者に対して行っていた合宿研修を8eC利用

に変ߋしたケースについて報告している．

ü ɽ༷ʑͳཱͷؔऀʹΑΔৼΓฦΓ
ʰIDE 現代の高等教育ʱNo�632では，大学入学者選

抜に関する様々なஂ体やϝディアの関者が2021

（令和 3 ）年度入試の振り返りを行った．先ड़の通り，

高大続改革の方స換とCOVID-19の発生が同時に

こる極めて難しい年度であったが，そのうち，本稿ى

ではCOVID-19に関する部分についてऔり上げるこ

ととした．

国立大学協会入試委員会では，COVID-19に関連す

る事߲は委員長，中長期的な課題については副委員長

を座長とする8Gをઃけて検討を進めた．文部科学ল

から発出された 2 つの通知（文部科学ল高等教育ہ長

2020a� 2020C）に基づき，すでに֤国立大学に通知さ

れていた国立大学要ྖについて改గを行い， þ ݄13日

で通知した（国立大学協会 2020）． 3 ݄22日に前期

日程・ޙ期日程の試験をઃ定すること，֤大学のア

ドミッション・ポリシーに基づき出題方法等の配ྀに

必要なા置を最大限講じること，COVID-19対ࡦのΨ

イドライン等に基づき，֤大学で試験の対者を

அすることがڧௐ点であった．その結果，すでにタイ

トであった入試日程がさらにݫしくなり，試験場のӴ

生理体制も加わり，現場の対応はྀۤの連続であっ

たとしている（岡 2021）．ࣳ井（2021）はࢲ立大学の

立場から，ड験生の҆全を考えたા置であったとして

も個ผ試験をとりやめて大学入学ڞ通テストのみで合

൱定を行った大学のஅには疑問がった，として

いる．高大続改革にるࠞཚも相まって，一ൠ入試

で志願者が前年比 ý 割程度にམちࠐんだ大学なども現

れた．「ಥ然にルールやΰールを動かす۪行が，再び

，り返されないことを期待する．最も大事なことは܁

ड験生から৴頼を寄せてもらえる҆定した入試制度で

なくてはならない」と結んでいる．

一方，全国高等学校長協会は，全国一੪ྟ時ٳ業ޙ

の学校再開時期のばらつきを懸念し，全校対のアン

ケートௐࠪを行った結果， 3 割の高校から大学入試

日程のޙΖしを希する結果をಘた．それをडけ，

文部科学লに要ॻを提出したが実現にはࢸらず，代

わりに大学入学ڞ通テストにୈ 2 日程がઃ定された．

オンライン入試については，総合型選抜や学校ਪન型

選抜で通৴不ྑによる面のଧち切りの際に再試験に

応じない大学の対応等について文部科学লにえたと

こΖ，文部科学লから大学あてに特段の配ྀを求める

通知が発出された． 3 ݄中०に実ࢪしたアンケートௐ

ࠪには，入試方法等の変ߋによって生ెが動༳したこ

と，オンライン入試による公ฏ・公正の୲保に課題が
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見られたこと，等の意見が寄せられたという（ഡ原

2021）．日本ࢲ立中学高等学校連合会は全国高等学校

長協会の対応には不ຬをࣔしながらも，個ผ試験の中

止に対しては同様に൷的な見解をࣔした．「ड験生

の一年間のྗをແにするようなಥ然の変ߋはආける

べきであったのではないだΖうか」とड़べている（٢

田 2021）．

いわΏるड験࢈業の分析としては，Ԣ文社教育情報

ηンターのੴ井（2021）が「不҆とࠞཚの入試」とい

う総ׅをした．ड験生には҆全志向と地元志向がඇৗ

にڧく作用し，ࢲ立大学の志願者大幅ݮにつながっ

たという．

文部科学লは初めての大学入学ڞ通テストの実ࢪに

際して，感染症にጶױしてもड験機会を確保すること，

҆心してड験できる環境の確保，学業のれへの配ྀ

など，例年にない対応を行い，関֤লிとも連ܞし

てड験にう宿ധや移動時の感染症対ࡦ等，ड験生が

҆心してड験できる環境の確保にめた．ݝ境を越え

ない試験場で実ࢪするڞ通テストの役割の重要性が改

めて多くの関者にೝࣝされたであΖう，としている

（前田 2021）．

マスϝディアからは増谷（2021）が，҆ഒ৾ࡾट相

（時）の指ࣔによる全国一੪ྟ時ٳ業の実ࢪと授業

再開時期のばらつきが問題をෳࡶにし，「 Ā ݄入学」

の議論によって文部科学লがૣ期に対応ࡦを出せな

かったことを指ఠした．以下，河合क़とのڞ同ௐ 「ࠪͻ

らく　日本の大学」ௐࠪ結果から，少なくとも106大

学が入試方法を変ߋしたことが分かったが，感染止

を最༏先にしたためにۤしい対応になったとしてい

る．大学ଆはڞ通テストや個ผ試験での「感染症リス

クを配ྀした試験ӡӦ（89�，81�）」に最も不҆を

感じたとճ答しており，次いで「合格のา留まり༧

ଌ（81�）」「志願者のݮ少（79�）」等が続いた．

特にࢲ立大学での比が高かった．また，面等でオ

ンライン入試を行う大学の76�が不҆を๊えながらの

実ࢪであった．学長はの「入試についての対応」

の評価が37�に止まり，ଞの方や支援ࡦに比較して

，しい評価だったとしている．志動向についてはݫ

コロナ禍で注目を集めた医療系学部や資格系，工学系

などが人気を集め，海外渡航や留学への環境がݫしく

なったことから国際・外国語系，ܦࡁܦӦ系などの人

気がམちたとしている．また，ड験のための長ڑ離移

動をආける向から，大ࢢのࢲ立大学の一ൠ方ࣜの

志願者ݮが目立ったとしている．

ý ɽίϩφରԠͷࡍࠃൺֱ
少ないながらも海外の大学入学者選抜におけるコロ

ナ対応や国際比較を試みた研究もࢄ見されている．

ೆ（2021）は日本・中国・ؖ国のڞ通試験を対に，

コロナ対応に関する比較を行った．これらの 3 国は大

学入学者選抜に大規模なڞ通試験を用いていること，

従来から計ըされていた改革の年にCOVID-19がऻっ

た点でڞ通点があるとしている．なお，中国は Ā ݄入

学，ؖ国は 3 ݄入学，日本は û ݄入学である．中国で

は 2 ݄中にCOVID-19感染のٸ拡大があったが，その

通試験である高考は例ڞ．んでいるࠐに抑えྗڧはޙ

年 ý ݄ þ ， ÿ 日の両日に行われる．それに対して，中

国教育部は 3 ݄31日に 1 ϱ݄Ԇ期を発දした．2020年

の高考ड験者はաڈ最高の1071ສ人に達したが，感

染症対ࡦがޭをし，大きなࠞཚや問題は発生しな

かったとしている．ؖ国は 2 ݄と ÿ ݄にCOVID-19感

染拡大がىこったが，11݄にはそれ以上の感染の波が

๚れている．ؖ国のڞ通試験である大学就学能ྗ試験

は12݄のୈ 2 ि木༵日に実ࢪされるが，初༧定の11

݄19日から 2 ि間ޙの12݄ 3 日に変ߋされた．感染確

定のड験生も隔離中の病Ӄや生活࣏療ࢪઃでड験でき

るようにするなどの特ผા置がऔられた．執筆時点で

は日本のڞ通試験である大学入学ڞ通テストはまだະ

実ࢪであったが，ୈ 2 日程がઃけられ，試験に関す

る特ผા置が用意されたことがࣔされている．これら

3 ϱ国のڞ通試験における対ࡦの特は，コロナ禍の

中にあっても試験を中止することなく，日程の変ߋ等

で対応したという点であΖう．

一方，英国（イングランド）のコロナ対応はそれと

は対র的であった． 3 ݄23日にロックμウン（ࢢ෧

が開始され，31日には例年（ ü ʙ ý ݄に行われる

GCSE（中等教育修ྃ一ൠ資格）試験やAレϕル

（GCE-Aレϕル資格）試験の実ࢪ見ૹりが発දされた．

代ସા置として，それまでड験した模ٖ試験，宿題や

授業の課題等の成果に基づき֤学校の教ࢣが評価を
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行い，試験ஂ体が最ऴ的な成をけて資格を与す

ることとした．評価に対するΨイμンス，成けの

プロηスの標準化，試験・資格規ଇ機関（OfRual）開

発のAIによるௐなどの手続きがऔられたが，社会

的立場が不利な地域や公立校の生ెの成が下がࡁܦ

る事態が発生し，ࠞཚを招いたという（ࡔݹ 2020）．

翁・立脇（2021）の研究は国際比較にはたらない

が，コロナ環境下における留学生のड験݅について

ѻったという意味でϢニークな研究である．զが国の

国立大学におけるࢲඅ外国人留学生選抜における

COVID-19特ผ対応をௐべたとこΖ，ड験に対する特

ผા置がे分ではなかったとしている．۩体的には，

日本留学試験のड験機会のݮ少やTOEFLの代ସા置

に対する対応が不े分であること，渡航制限が課され

る中にあっても 2 次選考に関する変ߋがࢪされず，レ

ジデンストラック5）のॻも発行されていなかった

ことがڍげられていた．その結果，ड験の希があっ

てもஅ念した者が多く生み出されたであΖうとਪଌし

ている．

þ ɽ·ͱΊ
COVID-19の流行は拡大と沈静化の波を܁り返しな

がら現在にࢸっており，いまだにམち着いた状گには

なっていない．したがって，ক来，振り返って現在ま

での対応を評価した際にはよりแׅ的な視点がಘられ

るであΖうし，ここまでのาみは最善とはݴえないと

総ׅされるかもしれない．それを踏まえた上でも，

定的な知見としては以下のことが指ఠできるのではな

いだΖうか．

1 つはٸۓ対応時の原ଇについてである．もちΖん，

感染症の抑えࠐみは前提となるだΖうが，大学入学者

選抜の社会的重要性を鑑みると公正な選抜の実ࢪと感

染対ࡦのపఈはトレードオフの関になら͟るをಘな

い．その中で，いみじくもෳの関者が指ఠしてい

たポイントは「事前に༧告していた通りの選抜を実現

する」ことの重要性である．実際，公ץされた論考か

らは多くの大学で「変ߋを加えない」ことに心した

様子がಡみऔれる．直前に選抜方法に変ߋを加えるの

は，あくまでもଞに方法がないٸۓආ難である．զが

国の「大学入試」はྔ的に高等教育へのϢニόーサル

アクηスが実現した現在でもハイステークスであり，

公ڞ的なӦみとݴえる．コロナ禍にあったとしても「ड

験生保ޢの大原ଇ（倉元 2020d）」をおΖそかにでき

ないというແ意ࣝの規ൣが入学者選抜の実ࢪ୲者に

は行きಧいているように見える．入学者選抜における

「感染症対ࡦ」と「ٕज़的進า」や「オンライン化，

DX化」の可能性は切り離して考えるべきだΖう．

COVID-19が大学入学者選抜にる業のオンライン

化をଅすきっかけとなったことは間違いない．また，

オンライン化がক来的に進Ήべき方向性であることも

明白である．しかし，あくまでも，ड験生が何をྗ

して長年積み重Ͷていくか，大学入試で何を評価する

べきか，という議論が大前提となる．COVID-19環境

下におけるオンラインٕज़の利用は「大学入試で評価

すべき資質」をできるだけ変えないために導入された

と考えるべきだΖう．逆にݴえば，入試報に関して

は，オンライン化の利点がくೝࣝされたものと思わ

れる．利点とܽ点について対面による報活動と比較

されながら，ޙࠓもҾき続きਪ進され，定着していく

だΖう．

2 つ目はٸۓ対応の意思ܾ定に୭が関わるのかとい

うことである．文部科学লが大方をܾめ，場合によっ

ては中間ஂ体がそれを一部۩体化するものの，最ऴ的

には大学のྔࡋが大きかったとݴえる．҉黙のうちに，

構化されている通ৗ時の連ܞ関がそのまま機能し

て，ࠞཚが比較的小さく抑えられたとݴえるのではな

いだΖうか．もちΖん，最ऴ的に大学によって対応が

異なり，一にならなかったことでड験者にށいを

与えたことは事実だが，逆にݴえば，様々な対応の結

果から，何をすべきで何をすべきでないかの学習は進

んだとݴえるのではないだΖうか．COVID-19のみな

らず，ޙࠓもະ知の感染症対ࡦが必要となる環境下で

大学入学者選抜を行う場面が๚れる可能性があると考

えるならば，このܦ験の積は大きい．課題はそれを

．して集積し，ক来に生かしていくことであΖうه

Աに新しいه，久保（2021）が指ఠしていたようにݹ

աڈの教܇としては2010（ฏ成22）年度入試における

新型インフルΤンβ感染症流行時の対応هであっ

た．本学でも倉元・҆藤（2011）が参考となったが，

公ץされた資ྉはあまりない．地味に見えても，ক来
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倉元 直樹΄か・コロナ禍の下での大学入学者選抜を振り返る

に向けてهをしておくことは重要である．

最 ޙ に， զ が 国 の 大 学 入 学 者 選 抜 に お け る

COVID-19対ࡦの課題についてड़べる．（2020）ࡔݹ

にهされた英国のࠞཚ状گと対比すると，զが国の

大学入学者選抜におけるCOVID-19対ࡦは全体として

社会的にड容され，次年度の入試の準備にも大きなࠞ

ཚをҾきずる状گは生じていない．COVID-19感染状

え，ೆ（2021）ݴの深刻さに違いがあるがあるとはگ

からも，それがզが国特有のことではなく，ؖ国，中

国にもڞ通する，東アジア֤国の特であったことが

指ఠできる．国際比較的な؍点から，զが国で行われ

た対応は総じて評価にするとݴえるだΖう．面，

それは国内の志願者，ड験者に向けたものであって，

海外から日本の大学に進学しようという，いわΏる留

学生はऔりされてしまったことは൱めない．翁・立

脇（2021）はその点を指ఠしたという意味で重要であ

る．؆୯に解ܾできるものではないが，औりΉべき

課題である．

ँࣙ
本研究は+SPS科研අ21H04409のॿ成をडけたもの

である．



1） 入学者選抜における「年度」දهは֘ड験生が入

学する年度を指す．したがって，「2020（令和 2 ）年

度入試」とは，2020（令和 2 ）年度に入学する学生

の選抜を目的とした入試であり，その΄とんどは û

݄入学者を対としたものである．

2）「新型コロナウイルス感染症の影響にう学業のれ

を在学する学校長にೝめられた者」がड験すること

ができる，とされた特ผા置を指す．実ࢪ日は試

験と同日で，試験と同じ問題が用いられた．

3） 事職員以外の構成員をؚΉ大学入試を専する織

の総শ．実際には様々な໊শがある（倉元，2014）．

4） もちΖん，コンηプトに違いがあり，試験問題の内

容にはある程度反өされているものの，ड験生から

見た場合にはड験のみが大きく変わったわけで

はない．その点では，倉元（2013）が指ఠしたڞ通

ୈ 1 次学ྗ試験から大学入試ηンター試験への移行

とྨࣅしている．

5） 入国制限の中，例外的に日本への入国がೝめられる

が，入国ޙの14日間の自等待機が必要となる．「ड

入ا業・ஂ体（個人は不可）によるॻ」の提出

が求められる．
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